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企画展の資料から

この写真はいつのもの？
　

こ
の
写
真
は
、
館
山
町
で
開
業
し
て
い
た
川
名
写
真
館
の

所
蔵
し
て
い
た
ガ
ラ
ス
乾
板
で
、
関
東
大
震
災
後
の
館
山
湾
の

様
子
を
撮
影
し
た
も
の
で
す
。

　

写
真
に
は
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
折
れ
曲
が
っ
た
館
山
桟
橋

や
水
中
に
沈
ん
だ
街
灯
、
隆
起
に
よ
り
広
が
っ
た
砂
浜
が
写
っ

て
い
ま
す
。
大
正
１２
年
（
１
９
２
３
）
９
月
１
日
に
発
生
し
た

大
地
震
に
よ
っ
て
館
山
湾
周
辺
で
は
約
１
・
５ｍ
も
の
地
盤
が

隆
起
し
、
北
条
町
や
館
山
町
で
は
90
％
以
上
の
家
屋
が
倒
潰

し
ま
し
た
。
震
度
７
と
推
定
（
当
時
の
基
準
で
は
震
度
６
）

さ
れ
る
激
震
地
安
房
の
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

こ
の
ガ
ラ
ス
乾
板
は
地
震
に
よ
る
被
災
状
況
を
写
し
た
多

く
の
写
真
と
と
も
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
震

ま
ん
か
ん
し
ょ
く

災
直
後
に
軍
艦
も
救
援
活
動
に
活
躍
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

当
館
で
は
こ
れ
を
救
援
の
様
子
を
写
し
た
も
の
と
し
て
整
理

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
企
画
展
「
関
東
大
震
災
と
館
山
」

で
は
、
当
初
こ
の
写
真
を
「
救
援
物
資
の
搬
入
と
そ
れ
を
歓

迎
す
る
人
々
」
と
し
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

写
真
に
は
、
海
に
浮
か
ぶ
何
隻
も
の
軍
艦
に
向
か
っ
て
浜
辺

で
日
の
丸
を
振
る
大
勢
の
人
々
が
写
っ
て
い
ま
す
。
空
に
は
海

軍
の
観
測
用
の
気
球
が
飛
び
、
軍
艦
に
は
三
角
形
の
満
艦
飾

が
見
え
ま
す
。
満
艦
飾
と
は
停
泊
中
の
軍
艦
が
祝
祭
日
・
記

念
日
・
式
典
な
ど
の
際
に
信
号
旗
・
万
国
旗
な
ど
の
旗
で
飾

ら
れ
る
こ
と
で
す
。
救
援
に
向
か
う
軍
艦
が
満
艦
飾
を
施
す

こ
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
他
の
行
事
で
あ
る
可
能
性
が
で
て
き

ま
し
た
。

　

企
画
展
を
見
学
し
た
横
浜
都
市
発
展
記
念
館
の
吉
田
律

人
主
任
調
査
研
究
員
の
調
査
に
よ
り
、
写
真
に
写
る
軍
艦
は

戦
艦
「
薩
摩
」
と
姉
妹
艦
の
「
安
芸
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
大
正
13
年
９
月
、
館
山
湾
に
は
連
合
艦
隊
の
主

力
艦
艇
が
集
結
し
て
い
ま
し
た
。
集
結
し
た
理
由
は
ワ
シ
ン
ト

ン
海
軍
軍
縮
条
約
に
よ
っ
て
廃
棄
が
決
ま
っ
た
「
薩
摩
」
と
「
安

芸
」
を
、
野
島
崎
沖
で
沈
め
る
た
め
で
す
。
こ
の
時
、
館
山

湾
へ
は
摂
政
宮
（
後
の
昭
和
天
皇
）
が
乗
艦
し
た
御
召
艦
が

碇
泊
し
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
こ
の
写
真
は
地
震
直
後
で
は
な

く
、
地
震
か
ら
１
年
後
の
復
興
の
最
中
に
館
山
湾
を
訪
問
し

た
軍
艦
や
当
時
の
皇
太
子
を
歓
迎
す
る
人
々
の
様
子
だ
っ
た
の

で
す
。

　

関
東
大
震
災
後
の
館
山
湾
の
様
子
に
は
違
い
あ
り
ま
せ
ん

が
、
実
際
に
は
「
救
援
」
で
は
な
く
「
復
興
」
の
様
子
を
写

し
た
写
真
で
し
た
。
博
物
館
で
収
集
・
保
管
す
る
資
料
は
、

調
査
や
展
示
な
ど
の
公
開
に
よ
っ
て
新
し
い
情
報
が
わ
か
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
当
館
で
は
今
後
も
幅
広
く
資
料
を
紹
介

し
、
情
報
を
更
新
し
ま
す
。（
山
村
）
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令和５年度の事業から

千
葉
県
誕
生
１
５
０
周
年
記
念
事
業 

・ 

関
東
大
震
災
１
０
０
年

開
館
40
周
年
記
念
収
蔵
資
料
展

40
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
紹
介

「
た
て
は
く
大
図
鑑
」

　

当
館
は
、昭
和
57
年（
１
９
８
２
）10
月
31
日
に
分
館（
現

在
の
館
山
城〈
八
犬
伝
博
物
館
〉）が
、翌
58
年
11
月
23
日
に

本
館
が
開
館
し
て
い
ま
す
。令
和
５
年
が
本
館
の
開
館
40
周

年
と
な
る
こ
と
か
ら
、当
館
の
歴
史
と
活
動
を
振
り
返
る
収

蔵
資
料
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
ポ
イ
ン
ト
は
、40
周
年
に
合
わ
せ
て「
40
の
キ
ー

ワ
ー
ド
」で
紹
介
す
る
こ
と
。ま
た
、普
段
は
あ
ま
り
紹
介
で

き
な
い
博
物
館
の
裏
側
の
活
動
を
来
館
者
の
皆
様
に
知
っ

て
い
た
だ
き
た
い
、と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。構
成
は

「
た
て
は
く
誕
生
」「
さ
さ
え
る
人
々
」「
大
切
な
資
料
」「
展
示

が
で
き
る
ま
で
」「
楽
し
く
学
ぼ
う
」の
５
パ
ー
ト
。博
物
館

が
立
地
す
る
館
山
城
跡
の
歴
史
か
ら
、博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
活
動
、資
料
の
収
集
方
法
や
展
示
準
備
作
業
な
ど
ま
で

幅
広
く
紹
介
し
、来
館
者
の
方
か
ら
は「
展
示
準
備
に
こ
ん

な
に
時
間
が
か
か
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
」な
ど
の
声
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

展示解説動画は
こちらから

た
て
は
く
ク
イ
ズ
！

　

本
館
開
館
の
翌
年

か
ら
開
始
し
、現
在

も
続
い
て
い
る
講
座

は
な
ん
で
し
ょ
う

か
？　

答
え
は
展
示

解
説
動
画
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

令
和
５
年
は
関
東
大
震
災
の
発
生
か
ら
１
０
０
年
と

な
る
節
目
の
年
で
し
た
。
各
地
で
地
震
に
関
す
る
展
示

や
行
事
が
開
催
さ
れ
、
地
震
や
防
災
へ
の
関
心
が
高
ま

る
今
こ
そ
過
去
を
学
び
未
来
に
備
え
る
機
会
と
考
え
、

当
館
で
も
関
東
大
震
災
を
テ
ー
マ
に
企
画
展
を
開
催

し
、
関
連
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

館
山
市
を
は
じ
め
安
房
地
域
は
関
東
大
震
災
に
よ
り

甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
１

０
０
年
が
経
っ
た
現
在
、
そ
の
事
実

を
知
ら
な
い
市
民
も
い
ま
す
。
し
か

し
、
各
地
に
は
当
時
の
様
子
を
伝
え

る
資
料
が
残
っ
て
い
ま
す
。
本
展
覧

会
は
、
地
震
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
安
房
地
域
の
様
子
と
地
震
後

の
救
援
活
動
、
そ
の
後
の
復
興
す
る

町
村
の
動
向
、
震
災
犠
牲
者
の
慰
霊

や
伝
承
に
つ
い
て
資
料
で
紹
介
し
ま

し
た
。

　

特
に
来
館
者
の
方
か
ら
反
響
が

あ
っ
た
資
料
は
、
同
じ
場
所
で
撮
影

さ
れ
た
震
災
前
・
震
災
後
・
現
在
の

写
真
で
す
。
震
災
前
と
震
災
後
の
写

真
か
ら
は
震
災
前
の
賑
わ
い
と
倒
潰

し
た
建
物
に
よ
る
被
害
の
大
き
さ
が

よ
く
わ
か
り
、
震
災
後
と
現
在
の
写

真
か
ら
は
、
身
近
な
場
所
で
被
害
が
あ
っ
た
こ
と
や
震

災
後
の
復
興
の
様
子
に
驚
く
感
想
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

関
東
大
震
災
に
つ
い
て
当
館
で
は
以
前
か
ら
館
山
の

歴
史
に
欠
か
せ
な
い
出
来
事
と
し
て
資
料
の
収
集
や
調

査
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
は
企
画
の
段
階

で
少
し
で
は
あ
り
ま
す
が
博
物
館
の
外
か
ら
反
対
意
見

も
あ
り
ま
し
た
。
市
に
災
害
が
起
こ
り
や
す
い
と
い
う

マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
が
つ
く
こ
と
を
恐
れ
て
の
意
見
で

し
ょ
う
が
、
今
日
災
害
か
ら
無
縁
で
い
ら
れ
る
土
地
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
生
活
す
る
場
所
の
地
形
・
地
質
・

建
物
の
状
況
か
ら
地
震
に
伴
う
建
物
の
倒
潰
・
津
波
・

火
事
と
い
っ
た
災
害
の
種
類
の
予
測
を
た
て
、
立
地
に

よ
る
救
援
の
遅
れ
と
い
っ
た
リ
ス
ク
を
想
定
す
る
こ
と

は
、
今
後
起
こ
る
可
能
性
の
あ
る
災
害
か
ら
身
を
守
る

た
め
に
必
要
な
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
過
去
に
発
生
し
た

災
害
か
ら
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
救
援
直
後
の
混
乱
状
況
や

復
興
の
経
緯
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
企
画
展
で

は
館
山
市
を
中
心
と
し
た
安
房
地
域

と
関
東
大
震
災
と
の
関
り
に
つ
い
て

被
災
か
ら
復
旧
・
復
興
ま
で
を
取
り

上
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
地
形
の
変

化
や
防
災
に
つ
い
て
は
中
央
公
民
館

と
共
同
で
ふ
る
さ
と
講
座
プ
ラ
ス
と

し
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
、
産
業
技
術
総
合
研
究

所
の
宍
倉
正
展
先
生
に
館
山
市
や
そ

の
周
辺
地
域
の
大
地
誕
生
の
歴
史
と

関
東
地
震
と
の
関
係
に
つ
い
て
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
危
機
管
理

課
に
よ
る
防
災
講
座
で
は
、
地
震
津

波
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
方
法
を
学

び
、
歴
史
探
訪
「
震
災
の
足
跡
を
め

ぐ
る
」
で
は
、
海
岸
段
丘
・
記
念
碑
・
慰
霊
施
設
等
市

内
に
残
る
震
災
の
足
跡
を
め
ぐ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
市

図
書
館
と
共
同
で
開
催
し
た
「
夏
休
み
宿
題
大
作
戦
」

で
は
市
内
の
小
学
生
が
関
東
大
震
災
を
テ
ー
マ
に
調
べ

方
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

企
画
展
と
関
連
事
業
に
は
多
く
の
来
場
者
が
あ
り
、

地
震
に
対
す
る
皆
様
の
関
心
の
高
さ
を
知
る
と
と
も

に
、
当
事
業
が
防
災
意
識
の
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
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重要文化財に指定された
小網寺の金銅密教法具

八犬傅物語（右）と外箱（左）

　

令
和
５
年
６
月
27
日
、
当
館
で
お
預
か
り
し
て
い
る
小
網
寺
（
館
山
市
出

野
尾
）
の
金
銅
密
教
法
具
が
新
し
く
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
銅

に
金
の
鍍
金
が
施
さ
れ
た
密
教
法
具
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
作
ら

れ
た
も
の
で
、
異
な
る
時
代
の
も
の
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

は
県
指
定
文
化
財
で
し
た
が
、
そ
の
う
ち
の
柄
香
炉
を
除
く
20
点
が
国
の
指

定
に
な
り
ま
し
た
。

　

密
教
法
具
が
伝
わ
る
金
剛
山
小
網
寺
は
真
言
宗
の
寺
院
で
、
鎌
倉
時
代
に

密
教
道
場
と
し
て
大
規
模
な
伽
藍
が
整
備
さ
れ
隆
盛
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後

荒
廃
し
、
室
町
時
代
に
再
興
し
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
は
幕
府
か
ら
25
石

の
寺
領
を
与
え
ら
れ
、
西
岬
・
神
戸
地
区
を
中
心
に
33
か
寺
の
末
寺
を
か
か

え
て
い
ま
し
た
。

　

密
教
法
具
の
う
ち
金
剛
盤
な
ど
の
裏
に
は
「
金
澤
」「
審
海
」
の
銘
が
あ
り
、

東
京
湾
を
挟
ん

で
対
岸
の
三
浦

半
島
の
金
沢
称

名
寺（
横
浜
市
）

の
妙
性
房
審
海

に
関
連
す
る
法

具
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
小
網
寺

に
は
鎌
倉
の
鋳

物
師
に
よ
る
梵

鐘
も
残
さ
れ
、

東
京
湾
を
は
さ

ん
だ
相
模
と
安

房
の
文
化
の
交

流
を
う
か
が
わ

せ
ま
す
。

八犬傳物語
 ピックアップ八犬伝

　『八犬傳物語』は、高知県出身で明治から大正にかけ
て活躍した文筆家の大町桂月が、『南総里見八犬伝』を
要約して一冊にまとめたものです。本資料は大正６年
（1917）に出版されました（初版は大正５年）。
　江戸時代後期に執筆され人気を博した「八犬伝」で
すが、明治時代になると小説家の坪内逍遥らによって、
近代文学が乗り越えるべき旧時代の戯作文学として批判
されてしまい、評価は没落していきます。
　そうした中、桂月は「八犬伝」を武士道の理想を描い
たものであると高く評価しました。桂月は、国民の道徳の
古今を通じて変わらない本質は武士道であり、国民道徳
の経典として万民に勧めたいが、「八犬伝」は大作にすぎ、
読破するには多くの根気や時間やお金が必要なため、一
冊にまとめたと序文に記しています。
　「八犬伝」は時代を越えて今も多くの人々に愛されてい
ますが、それは、
逆境の時代の
中でも「八犬
伝」のことを忘
れずに評価し、
伝えてきた人た
ちがいたおか
げかもしれませ
んね。（廣田）

新
指
定
の
小
網
寺
密
教
法
具

た
て
は
く
ニ
ュ
ー
ス
！

おおまちけいげつ

亀入家文書　他
古文書
寺崎武男「ナポリ/ヴェスヴィオ火
山」
輿

写真付はがき

『千葉県の漁港』、震災写真
『洋服界の開拓者 関根翁奮闘伝』
若潮マラソンスタッフキャップ　他
結束台（古川製材所使用）　他
北條線列車時刻表　他
金牌（平和記念東京博覧会）　他
山口栄彦氏調査・収集資料
海軍軍装品　他
『復刻日本古典文学館 南総里見
八犬伝 第四輯巻之一』
寺崎武男画色紙（ヴェニス）　他
法被
房陽神風隊鑑札　他
如輪木地蝋色弁当
千葉県立安房第二高等学校修学
旅行しおり「関西の旅」
安房国札・郡札観音巡礼等関係
資料(案内チラシ・御朱印等)　他
糀屋呉服店写真　他
袋入り絵はがき「館山三景二勝」、
農村振興千葉県宝くじ
川名・根岸両組伊勢講仲間文書
石井家印半纏　他

館山市　安部圭子
館山市　館野地区公民館

館山市　永井　玉

館山市　相賀区 
沖縄県　社会福祉法人
那覇市社会福祉協議会
館山市　小滝　勝
南房総市　小宮壽夫　
館山市　山形達哉
南房総市　渡邉　篤
館山市　丸山　徹
館山市　金木幹人
神奈川県　山口栄彦
船橋市　常永たまみ

鴨川市　石井幸八

東京都　遠藤洸子
館山市　個人
木更津市　石井豊夫
館山市　島田輝弥

東京都　牛米　努

埼玉県　飯田一夫

館山市　保科映子

佐倉市　井原重之

館山市　和泉澤和子
館山市　石井　清・唆才

寄付資料一覧 ーご協力に感謝しますー

寄贈資料名 寄贈者（敬称略）



─ 4 ─

No.98　24. 3.25

画
展「
関
東
大
震
災
と
館
山
」開

催（
〜
10
月
９
日
）

企
画
展
解
説
会
開
催

図
書
館
・
博
物
館
連
携
事
業「
な

つ
や
す
み
宿
題
大
作
戦
」開
催

（
１
回
目
、26
日
に
２
回
目
開
催
）

企
画
展
解
説
会
開
催

博
物
館
実
習
実
施（
〜
21
日
、計

６
日
間
）

公
民
館
・
博
物
館
連
携
事
業　

ふ

る
さ
と
講
座
プ
ラ
ス「
関
東
大
震

災
と
館
山
」開
催

指
定
管
理
者
事
業「
馬
琴
展
」開

催（
館
山
城
、〜
令
和
６
年
１
月

28
日
）

開
館
40
周
年
記
念
収
蔵
資
料
展

「
た
て
は
く
大
図
鑑
」開
催（
〜
令

和
６
年
１
月
28
日
）

館
山
市
立
博
物
館
本
館
が
開
館

40
周
年
を
迎
え
る

収
蔵
資
料
展
解
説
会
開
催

歴
史
教
室「
わ
た
し
の
町
の
歴
史

探
訪―

宝
貝
・
水
岡―

」開
催

指
定
管
理
者
事
業　

館
山
城
正

月
臨
時
開
館（
館
山
城
、〜
３
日
）

収
蔵
資
料
展
解
説
会
開
催

博
物
館
協
議
会
開
催

テ
ー
マ
展
示「
新
し
く
指
定
さ
れ

た
小
網
寺
の
密
教
法
具
と
安
房

の
仏
教
文
化
」開
催（
〜
４
月
７

日
）

指
定
管
理
者
事
業「
八
犬
伝
と
双

六
展
」開
催（
館
山
城
、〜
４
月
７

日
）

生
涯
学
習
課
・
博
物
館
連
携
事
業

講
演
会「
新
た
に
重
要
文
化
財
と

な
っ
た
小
網
寺
の
密
教
法
具
と

柄
香
炉
」開
催

博
物
館
の
で
き
ご
と

博
物
館
の
で
き
ご
と
〈
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
〉
　

令
和
５
年
３
月
〜
令
和
６
年
２
月

企
画
展「
供
養
す
る
人
々
」（
２
月

４
日
〜
３
月
21
日
）解
説
会
開
催

指
定
管
理
者
事
業「
南
総
里
見
八

犬
伝
総
選
挙
」開
催（
館
山
城
、〜

10
月
９
日
）

新
収
蔵
資
料
展「
あ
た
ら
し
い
資

料
の
ご
紹
介
」開
催（
〜
５
月
28

日
）

房
州
う
ち
わ
振
興
協
議
会
・
雇
用

商
工
課
・
博
物
館
共
同
展
示「
安

房
の
お
り
な
す
未
来
の
風　

房

州
う
ち
わ
技
の
伝
承
展
」開
催

（
渚
の
博
物
館
、〜
令
和
６
年
３

月
24
日
）

燻
蒸
実
施
の
た
め
、本
館
・
館
山

城
臨
時
休
館（
〜
８
日
）

歴
史
教
室「
古
文
書
を
読
ん
で
み

よ
う
」開
催（
〜
令
和
６
年
１
月
、

４
ク
ラ
ス
各
８
回
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム「
英

雄
た
ち
の
選
択　

戦
国
パ
イ

レ
ー
ツ
里
見
一
族
の
野
望
」に
て

当
館
資
料
紹
介

千
葉
県
誕
生
１
５
０
周
年
記
念

事
業
・
関
東
大
震
災
１
０
０
年
企

◆
令
和
５
年
３
月

12
日

◆
４
月

21
日

22
日

◆
５
月

30
日

◆
６
月

１
日

17
日

◆
７
月

19
日

29
日

◆
８
月

５
日

６
日

◆
９
月

２
日

13
日

◆
10
月

１
日

20
日

◆
11
月

18
日

23
日

◆
12
月

９
日

◆
令
和
６
年
１
月

１
日

14
日

◆
２
月

１
日

９
日

24
日

なつやすみ宿題大作戦

事業仕分けの結果は「現行通り・拡充」
～館山市立博物館（たてはく）の日々のできごとを紹介します～　

　令和５年９月23～24日、館山市事業仕分けが行
われました。16事業・施設が対象となり、市立博
物館本館・館山城（八犬伝博物館）・市立博物館分
館（渚の博物館）の３施設についても議論が行われ
ました。結果は３施設すべてが、最も高評価となる
「現行通り・拡充」。「要改善」となる事業が多い中で、
博物館３施設のみが、これまでの活動を元にありが
たい評価をいただくことができました。
　仕分け人（外部有識者等）や市民判定人の皆さん

からは、施設整備や内容の充実化、観覧料等について
の要望のほか、日頃の感想なども伺うことができ、大
変参考になるとともに励みにもなりました。特にうれ
しかったのは、「市立博物館に行ったことがある人は？」
との問いかけに対し、市民判定人の大部分の方が手を
挙げてくださったことです。観光地にある当館では来
館者の９割を市外の方が占めますが、市民の方にも繰
り返しご利用いただける博物館を、引き続き目指して
いきたいと思います。
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